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研究成果の概要（和文）：ヒトは将来起こり得る出来事を想像できる。またヒトの一生にいずれ終わりが訪れることも
認識可能である。この研究では機能的核磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて、将来の死を考えることが将来の金銭報酬の
意思決定に及ぼす影響を検討した。異時点間選択課題において、参加者は死を想像したときに遅延報酬の主観的価値を
低めることが示された。この傾向は死を報酬選択に関連づけている者で顕著であった。これらの参加者は死を想像し、
遅延報酬を選択する際に、扁桃体や背側前部帯状回の活動が高いことが示された。これらは将来の報酬選択と死の不可
避性の気づきにより生じた情動的葛藤が時間割引を促進させることを示唆する。

研究成果の概要（英文）：Humans can imagine possible future events. They can also recognize that their 
life is not endless. In this project, I examined how thinking about own death affects future-oriented 
monetary decisions by using functional magnetic resonance imaging (fMRI). During intertemporal choice, 
participants devalued a future reward to account for its delayed arrival when they engaged in thinking 
about death. This tendency was stronger in participants who tended to associate a death-related event 
with monetary decisions. These participants also exhibited enhanced activities in the amygdala and dorsal 
anterior cingulate cortex during the choice of larger delayed rewards when they imagined death. These 
results suggest that thinking about death makes people less willing to wait for future reward, possibly 
due to the emotional conflict that arises between the selecting the future reward and the awareness of 
the inevitability of death.

研究分野： 社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは他の動物と違い、いずれ死が訪れる

ことの認識が可能である。これはヒトにおい
て未来を展望する能力が極めて発達してい
ることに由来する。研究代表者を含む多くの
心理学者は、これまで死を想像することで生
じる不安やそのような不安により生じる防
衛反応、そしてそれらの認知・神経基盤に焦
点を当て研究を行ってきた（Burke et al., 
2010; Yanagisawa et al., 2013／2016）。これ
らの研究は死の不安に基づき議論が行われ
やすく、不安研究の一分野として解釈されや
すい。しかし、古代ローマの詩人ホラティウ
スが、死を題材に人生の儚さと、その時々を
楽しむ賢明さを歌うように、死は本質的に生
の有限性を意識させるといった、不安以外の
重要な側面を持つと考えられる。この死の想
像と生の有限性の密接な関係を考えれば、死
を想像することはヒトの時間軸上の価値判
断を修飾する重要な役割を担うだろう。とり
わけ、死を想像することが現在志向的な考え
に導くことが予測される。 
ただし、この傾向は未来思考といった熟慮

型の認知処理に依存するため、認知スタイル
の個人差に大きく左右されるだろう。これま
での先行研究において、ヒトは死に関する思
考を避けやすく（Pyszczynski et al., 1999）、
死を自己と切り離して考えやすいことが示
されている（e.g., Arndt et al., 1998）。その
ように考えると、死に関連する出来事は他の
出来事と比べ、イメージの構築や情報の保
持・活用がされにくいと考えられる。そのた
め、熟慮性を欠く衝動性の高い者では死を想
像することと現在志向的な考えの関連は弱
く、低い者（すなわち、熟慮性の高い者）で
顕著であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、現在・未来志向の意思
決定を反映すると考えられる異時点間報酬
選択課題を用いて、死を想像したあとで時間
優先の報酬選好（e.g., 1 年後にもらえる 1 万
円よりも今日もらえる 3000 円を好む）を示
しやすいかどうかを検討した。特に、このよ
うな傾向が熟慮性の高い者で顕著であるか
どうかを検討した。加えて、このような現象
の背景にある脳のメカニズムについても機
能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて検討し
た。 
 
３．研究の方法 
 fMRI（ 3T MRI：MAGNETOM Verio, 
Siemens）撮像中に、実験参加者はスクリー
ン上に呈示された2つの選択肢（即時報酬 vs. 
遅延報酬）を比較し、どちらか 1 つ好ましい
方を選択する課題（異時点間報酬選択課題）
を行った。選択肢には金額（4000 円、4500
円、5500 円、6500 円、8000 円、10000 円）
と時期（今すぐ、30 日後、60 日後、180 日
後、360 日後）が記載され、その金額が獲得

できる時期を意味する（e.g., Benoit et al., 
2011）。参加者の選択に基づき時間優先の報
酬選好程度（Reward index：［獲得報酬 – 最
小獲得可能報酬］ ／ ［最大獲得可能報酬 – 
最小獲得可能報酬］）を算出した（Palombo et 
al., 2014）。値が小さいほど、即時報酬を選択
し獲得報酬量が少ないことを意味する。 
 各選択肢が提示される前に、ポジティブ、
ニュートラル、ネガティブ、死関連の出来事
（4 条件：参加者内デザイン）の文章を提示
した。参加者には提示された出来事を、将来
自分自身に起こり得る出来事として想像す
るよう教示した。これにより将来の出来事の
想起が報酬の選択傾向に及ぼす影響につい
て検討した。 
 課題終了後、参加者は課題中に想像した各
出来事をどの程度報酬の選択に関連づけた
かを回答した（8 件法）。最後に、参加者は衝
動性の尺度（Barratt Impulsiveness Scale
（BIS-11）：Patton et al., 1995）に回答した。 
 
４．研究成果 
（１）行動データ：Reward index 
報酬の選択傾向について検討したところ、

死関連出来事の想像後は他の出来事の想起
後よりも Reward index が有意に低い値を示
した（ps < .05: Fig.1）。この結果は、死関連
の出来事を想像したあとでは、遅延高額報酬
よりもすぐに獲得できる少額の報酬を選択
しやすいことを意味する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、将来のニュートラルな出来事を想起
した後では衝動性の高い者ほど Reward 
index が有意に低いが（p < .05）、死関連の出
来事を想像した後では熟慮性の高い者ほど
Reward index が有意に低いことが示された
（p < .05）。さらに、想像した出来事を報酬
選択に関連づけている程度と Reward index
の関連を検討しところ、死を想像した条件に
おいて有意な負の関連が確認された（p 
< .05）。これらの結果を踏まえ、Reward 
index に対する衝動性の影響が、想起した出
来事と報酬選択の関連づけを介し生じてい
るかどうかを検討するため、媒介分析を実施

Fig.1 各条件の Reward index の平均値と標準誤
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した。分析の結果、有意な媒介効果が確認さ
れ た （ completely standardized indirect 
effect = .25, 95% BC CI = .08, .56: Fig.2）。
これらの結果は、熟慮性の高い者において、
死関連の出来事を報酬選択に結びつけて考
える思考パターンが生じ、そのような関連づ
けがすぐに獲得できる少額の報酬選択を導
いたと考えられる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）行動データ：反応時間 
報酬選択時の反応時間について検討した

ところ、死関連出来事の想像後はニュートラ
ルな出来事の想起後よりも、遅延高額報酬を
選択する際の反応時間が有意に遅いことが
示された（p < .05）。特に、このような反応
時間のパターンは熟慮性の高い者で顕著で
あり（p < .01）、衝動性の高い者ではこのよ
うな傾向は確認されなかった（p = .41）。ま
た、即時報酬を選択する時間に着目すると、
熟慮性の高い者は死関連出来事の想像後は
ニュートラルな出来事の想起後よりも、選択
する際の反応時間が有意に速いことが示さ
れた（p < .05）。これらは、熟慮性の高い者
において、死関連の出来事を想像したあとで
は、すぐに獲得できる少額の報酬を即座に選
択しやすく、遅延高額報酬を選択する際は意
思決定に時間を要することが示唆される。 
 
（３）脳機能画像データ 
脳機能画像データの解析において、遅延高

額報酬を選択する際（vs. すぐに獲得できる
少額の報酬）の脳活動に着目した場合、腹側
線条体や眼窩前頭皮質など、報酬処理に関わ
る領域の活動が確認された。また、行動デー
タの結果に基づき、死関連の出来事を報酬選
択に結びつけている程度に着目し、分析を行
った。その結果、死を想像し、その出来事を
報酬選択に結びつけていた者ほど、遅延高額
報酬の選択時に扁桃体や背側前部帯状回の
活動が高いことが示された。これらの脳領域
は先行研究において情動的な葛藤に関わる
ことが指摘されている（Etkin et al., 2006）。
したがって、これらは、将来の高額な報酬を
選択することと死の不可避性の気づきによ
って生じた情動的葛藤を反映している可能
性があり、そのような葛藤が現在志向的な報
酬選択に導くことを示唆している。 
 なお、脳機能画像データの解析は、今後も
追加の解析を行う。たとえば、先行研究では、
未来思考に関わる脳機能が未来の報酬価値

を修飾し、未来の報酬の到来を待つ意思決定
を可能にさせると報告されている（Benoit et 
al., 2011; Peters & Büchel, 2010）。これらを
考慮すると、死を想像している際の脳活動が
報酬選択を修飾する可能性も十分に考えら
れる。ゆえに、本研究で得られたデータを研
究期間終了後も引き続き解析を行い、得られ
た成果を学会などで報告する。 
 
（３）今後の展望 
 本研究では、ヒトが自分自身の死を想像す
ることで時間軸上の価値判断が修飾される
過程が確認された。また、fMRI を用いたこ
とで、これらの心理的な現象の背景にある脳
のメカニズムに関しても新たなエビデンス
を提示することが出来たと考えられる。とり
わけ、本研究で着目した時間割引の現象は、
経済学、神経科学、神経生物学など広範囲に
研究が進められている。したがって、本研究
成果は社会心理学だけでなく周辺学術領域
にもインパクトを与えうるものと考えられ
る。本研究で得られた最終的な研究成果につ
いては、海外の学術雑誌などで報告する予定
である。 
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